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一
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一
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一
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二
〇
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本
号
一
部
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円(

本
体

三
九
〇
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(

配

送
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別)

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

(

メ
ー
ト
ル)

路

線

名

北
海
道
縦
貫
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動
車
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函
館
名
寄
線
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の
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域

苫
小
牧
市
字
美
沢
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九
番
二
か
ら
同
市
字
美
沢
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二
九
番
二
地
先
ま

で

前

最
大

七
六

一
〇
〇

最
小

六
〇

後

最
大

七
六

最
小

五
六

千
歳
市
字
平
和
一
〇
〇
六
番
二
一
八
地
先
か
ら
同
市
字
平
和
一
〇
〇
六

番
二
一
一
ま
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前

最
大

九
四

四
一
〇

最
小

四
三

後

最
大

九
五

最
小

三
六

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

(

メ
ー
ト
ル)

路

線

名

北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
函
館
名
寄
線

道
路
の
区
域

北
広
島
市
大
曲
並
木
一
丁
目
二
〇
四
番
か
ら
同
市
大
曲
並
木
一
丁
目
二

二
四
番
ま
で

前

最
大

五
五
六

二
二
七

最
小

一
一
五

後

最
大

五
五
六

最
小

一
一
五

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

(

メ
ー
ト
ル)

路

線

名

中
央
自
動
車
道
西
宮
線

道
路
の
区
域

尼
崎
市
東
園
田
町
七
丁
目
六
四
番
二
地
先
か
ら
同
市
弥
生
ヶ
丘
町
七
五

番
地
先
ま
で

前

最
大

二
一

六
四
四

最
小

二
一

後

最
大

三
〇

最
小

二
一

平成™š年˜™月™Ÿ日 水曜日 (号外第™Ÿ›号)官 報
四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

変
更
な
し

五

収
用
の
手
続
が
保
留
さ
れ
る
事
業
地

愛
媛
県
松
山
市
余
戸
南
二
丁
目
、
余
戸
南
三
丁
目
、
余
戸
南
四
丁
目
、
余

戸
南
五
丁
目
、
余
戸
西
一
丁
目
、
余
戸
西
二
丁
目
、
余
戸
西
三
丁
目
、
余
戸
西
四
丁
目
、
東
垣
生
町
、
久
保
田
町
、

南
吉
田
町
、
高
岡
町
及
び
北
吉
田
町
地
内

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
二
十
六
号

船
舶
構
造
規
則
（
平
成
十
年
運
輸
省
令
第
十
六
号
）
第
六
十
三
条
及
び
船
舶
消
防
設
備
規
則
（
昭
和
四
十
年
運
輸
省

令
第
三
十
七
号
）
第
六
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
体
の
強
度
を
保
持
す
る
た
め
の
構
造
の
基
準
等
を
定
め
る
告
示

等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

船
体
の
強
度
を
保
持
す
る
た
め
の
構
造
の
基
準
等
を
定
め
る
告
示
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
船
体
の
強
度
を
保
持
す
る
た
め
の
構
造
の
基
準
等
を
定
め
る
告
示
の
一
部
改
正
）

第
一
条

船
体
の
強
度
を
保
持
す
る
た
め
の
構
造
の
基
準
等
を
定
め
る
告
示
（
平
成
十
年
運
輸
省
告
示
第
三
百
七
十
九

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
三
十
五
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
防
し
ょ
く
」
を
「
防
食
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
六
十
三
条
」

を
「
第
六
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
六
十
三
条
」
を
「
第
六
十
三
条
第
一
項
」
に
、「
第
一
条

の
五
」
を
「
第
二
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
、「
塗
料
の
仕
様
、
塗
料
の
選

択
基
準
及
び
前
項
に
掲
げ
る
」
を
「
塗
料
又
は
鋼
材
の
仕
様
そ
の
他
の
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同

条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

規
則
第
六
十
三
条
第
二
項
の
告
示
で
定
め
る
防
食
措
置
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
措
置
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
塗
装
を
施
す
こ
と
。

イ

耐
食
性
そ
の
他
の
性
状
を
考
慮
し
て
管
海
官
庁
が
適
当
と
認
め
る
塗
料
を
使
用
す
る
こ
と
。

ロ

前
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
と
る
こ
と
。

二

耐
食
性
そ
の
他
の
性
状
を
考
慮
し
て
管
海
官
庁
が
適
当
と
認
め
る
鋼
材
を
使
用
す
る
こ
と
。

（
船
舶
の
消
防
設
備
の
基
準
を
定
め
る
告
示
の
一
部
改
正
）

第
二
条

船
舶
の
消
防
設
備
の
基
準
を
定
め
る
告
示
（
平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
十
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
七
条
第
五
項
中
「
第
六
十
八
条
第
五
項
」
を
「
第
六
十
八
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と

し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
六
十
八
条
第
五
項
」
を
「
第
六
十
八
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、

同
条
第
三
項
中
「
第
六
十
八
条
第
四
項
」
を
「
第
六
十
八
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条

第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

固
定
式
炭
化
水
素
ガ
ス
検
知
装
置
に
係
る
規
則
第
六
十
八
条
第
三
項
の
告
示
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一

貨
物
タ
ン
ク
に
隣
接
す
る
区
画
（
ポ
ン
プ
室
を
除
く
。）の
複
数
の
適
当
な
場
所
（
以
下
「
採
取
場
所
」
と
い

う
。）に
お
い
て
試
料
を
採
取
し
、
ガ
ス
分
析
装
置
に
よ
り
当
該
試
料
中
の
炭
化
水
素
ガ
ス
の
濃
度
を
順
次
分
析

す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

三
十
分
を
超
え
な
い
間
隔
で
採
取
場
所
の
試
料
の
採
取
及
び
分
析
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

試
料
の
採
取
管
は
、
先
端
部
に
接
続
す
る
部
分
を
除
き
、
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

ガ
ス
分
析
装
置
は
、
貨
物
制
御
室
そ
の
他
の
管
海
官
庁
が
適
当
と
認
め
る
場
所
に
備
え
付
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。

五

安
全
な
場
所
で
、
採
取
し
た
試
料
を
大
気
中
に
排
出
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六

試
料
中
の
炭
化
水
素
ガ
ス
の
濃
度
が
爆
発
下
限
界
の
値
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
設

定
し
た
濃
度
に
達
し
た
と
き
に
、
自
動
的
に
装
置
を
停
止
し
、
か
つ
、
船
橋
、
貨
物
制
御
室
及
び
ガ
ス
分
析
装

置
が
備
え
付
け
ら
れ
た
場
所
に
お
い
て
可
視
可
聴
の
警
報
を
発
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
二
十
七
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
高

速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局
に
お
い
て
一
般

の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
二
十
八
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
高

速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局
に
お
い
て
一
般

の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
二
十
九
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
高

速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一

般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志
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